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　　　　　　　チ第9圖　ガス附畷水のNH4量分布圖

のは当然であろう。『．、

C1『（第8図）・：NE4＋（第9図）ともガネ分布地域に濃・

度を増す傾向を示すが，総体的に値は低い◎『

Fe惜・Pは非常に少なく，NO2一・SQ4一は1つの例

外を除いては槍出されていない。全Feは調査地西北端4

のLoc．No．6・9．5および東南端のNo．13域外は極め

て少ない。

第2表のガス分析結果をみると，本地域のガスはほとL

んどCH4とN2がらなり，N2は，24．6～36．3％に達

する◎このように窒素を多く含むガスは，附随水の成分

第2表気賀町天然ガス分析表、

，Loc．

No．

（第1表）◎

第4図pHの分布図をみ・ると，6．4～7．6の中性を示

し，一般に南に（ガス分布地域に）向つ七値を増す。ここ

でLoすNα1L5は南にありながらpR6．5の低い値・

塗示しているがう同坑井の他の分析値（Rp耳・Cl一・

NH4＋〉’をみても，特異点と見倣すべきであろうo恐ら

く出水個処がほかと異るためと思われる。

第5図HCO3『，第7図全CO2はP正｛に対しておおむ

ね正の関係を示し，第6図避離CO2は逆の関係にある
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分布とともに1Potentialityの低い所，一または侵入水塊に、P

接する鉱床縁辺部に多い。

　　　　　　　結　論
本地域は第四紀暦中に胚胎する通常ρ汽水型ガス鉱床1

縁辺の様相を示す◎すなわちそのガズは質量とも貧弱』

で，利用は困難である。　　　　（昭和27年3月調査）．？

553．98：550．8（521．52）

諏訪湖天然ガス鉱床予察速報
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Pfeliminary　Geochemical　Survey　on

the［：Lake　Suw我Nat皿母G奥s　Depor

　　sits，Nagam　Pref㏄ture

by

，：Koji　Motojima，Yasufumi　Iミhiwada＆

　　　　　To痘o　Makino

　　It　becomes　quite　imづortant　for　our　rati・

　onal　exploitation　of　gas　fields　to　resolve　the

　fmdamental　pτoblems　regarding　the　metho－

d・1・郎・fthepr・ミpectingf・rhyφr・carb・尊1

　（11quid　a阜d　gas　phases）　deposits．　These

．＊燃料部

problems　will　be　given　a　solution　by　studingl

the　past　and　recent　sediments　correlative1弘、

The　methane　gas　deposits　of　pure　lacustrine1

　　　　　　　　　　　　　　　ヤorigin　may　be　most　principal　and　easy　to　at一

捻ck　fgr　the　studies　on　t車e　a11耳ydrocarbon

depoints，especially　in　the　study　of　processes

of　for卑ation　and　destruction　of・the　deposits・

The　reasons　why　we　take　up　the　natUral　gas、．

fiqld　at　the　Lake　Suwa・as、the　experimental

case　of　the　above－mentioned　studies　are　des－

cribe　ln　this　paper　with　the　res廿1t＄、6f　the－

preliminary　geochemical　surv“y．　」

　　　　　　4」緒　．言
気験および液状炭化水素鉱床に関する調奪および探鉱’

法の向上のため，最近著しく，基礎的観測と実験とが重1
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諏訪湖天然ガス鉱床予察速報　（本島公司・石和田靖章・牧野登喜男）

要親されてきて，地質時代の堆積岩鉱床の解明を現世堆

積物に関する総括的広範な知識に基いて試みようとする

努力が続けられている。われわれは多くの石油および天

然ガス鉱床を取扱つてきている立場上，現在までに行わ

れたわれわれのこの種の鉱床に関する調査研究を活用し

て，上述の問題中経済的にも重要と思われ，かつ最も簡

軍な炭化水素鉱床である純湖沼型可燃性天然ガス鉱床か

ら着手して・その生成・被壌等の過程を地質学的に・地

球化学的に，また生物地球化学的に把握してゆくこと

は，研究過程からしても大切であると考えているQその

目的の実験フィールドとして諏訪湖畔のガス鉱床と諏訪

湖とが適当であるや否やの糠討を主眼とし，これに開発

面の調査を迦昧して，．昭和27年2月に約5日間の日程

で現地調査を実施した◎本文はその速報であ為。なお，

本予察は今後詳細な調査に先行して行つたものであるか

ら，本文丙容は今秋の精査の結果によつて補訂される可

能性があろうo

　この度の予察にあたつては，諏訪天然ガス採掘供給株

式会肚をはじめ，現地の方々より御援助をうけた。また

信州大学学長高橋純一博土からは各種の助言を仰ぐこと　　’

ができた。記して深謝の意を表したい己

　　　　　　コ．予察上の着眼点・

　石油・可燃性天然ガスとも地下水に随俘されるものは

この際重要であると考えているQ（石炭層ガスはその産

状から生成の過程が前述のものと相当異るように考えら
　　　　　　　　　　カラれるので，ここではいわゆる室ガスを除外しておく。そ

して現在までの主な地化学調査法である“ガス附随水

法による地化学調査法”が，ここで採用されうるや否’

やを第一に重覗した・またガス鉱床と現在の諏訪湖との

地域的ならびに垂直的な連けいも考慮して，現世堆積物

とガス鉱床を型成する堆積暦の比較研究の際に，なるべ

く飛躍の少ない方法がとりうるや否やを調査した。ま塵

諏訪湖周辺の地質より・考えると，盆地下にはメタソガス

発生の母暦になり．うるような，第三紀およびその域前の
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地質調査所月報（第3巻第12竃号）

　有機物を多く含む堆積岩はないようであるが，課訪濫泉

　群は比較的ガス鉱床に近いので，ガス鉱床の特徴がこれ

・　ら後火由作用の強い影響を5けて擾乱される可能性も併

　’せて調査した。

　　最後に農耕・工業その他による人爲的な地上よりの影

　響が問題にされるべきではあるが，これらは観測があま

　一り進まぬ〉ちは何ともいえぬことであり，かつ内陸盆地

　の湖沼では不可抗力的な事項であるから・ここでは論議

　の対象から除外することと，した0

　　　　　　3．地形および地質一般1）

　　諏訪盆惣ま海抜約76qmの高所にあつて，古くから

　断暦盆地とされている。周辺の山地は安山岩・御坂層等

　　を主とする岩石によつて構成され，大町一静岡線がほぼ

　　こ乙を通過する。’

　 ■諏訪湖2）は盆地の北に偏して位置し，八ケ山火山障出
　物による堰止の影響をうけている6面積約14．5km2湖

　岸延畏約18．2km．深度は7m程度であつて，湖水は総
　　固型物量約90mg／L拳常のpH≒7．1，夏季は生物の作

　　用によつてアルカリ性化レ，停帯季における溶存酸素は

　・皆無となる。本湖は代表的な調和型富営養湖に属する。

　　平地は盆地の弗西および南東部にあり，後者の地表面

　　には宮川・北斗川等が北洗しているがほとんど傾斜をも

　　燐い・しかし前者には横河川・砥川に沼煽脱形の、

　　発達がみられでいる。

　　今回調査した坑井の位置は第1図に示されるが，その

　　附近の適確な地下趣質は不明であつて，第四紀暦の代表

　　的地質柱状図を第2図に．示すoこれらの地暦は主として

　　砂と粘土≧の互暦からなり，深度1601n前後に．暦厚3m

　　位の軽石暦がある。粘土には有機物質が含まれるものの

　　よ5であり，ガスは砂暦・礫暦中に存在する。文出北方

　　1に．おいては（諏訪1号井）275mまでは依然として第四

　　紀暦のごとく，ガス徴の存在もその深度まで記載されて

　　いるo

　　　　　　4．開発の現況
現在開発されているのは・湖南の上諏訪・澁崎！文出・小

川有賀等に・わたる東酉約3km・南北約2kπ1・面積約5≧m2

の地域であつて，ガス開発は諏訪天然ガス探掘供給株式

会肚を主とし，その他2，3の小組合によつて行われて

いるoガス採取は、上総掘の竹管井による自噴探取が実施，

されていて，その闘発は遠く明治30年にさかのぼり，

現在坑井数約200坑，謹ガス量は5～50m3／d／W前後，

1臼約2500m3前後の生ガスが採取されているo坑井

深度は160ゲ200m・程度を標準とし，箪層操取のほか，

、1）泳刊行豫定の115，0000諏訪圖幅（大和技官）鰺照

2）吉村信吉氏による』　　　　　　　1
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時に多暦同時探取も行う。ガスのCentral　piantは諏試

1号』井附近にあつて，2”gas、pipaを2線湖底を通して

北方の岡谷市まで附設し，そこにある石炭ガス発生装置

と連絡して，下諏訪町・岡谷市・諏訪市を一元として》石

茨ガスと混合案配して諏訪ガス株式会肚が都市ガスとし

て供給している。都市ガス清費量は大略7，000m3／dで，
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　　　　　　　　　　　　　　　　のメ諏訪湖天然ガス鉱床予察速報　（本島公司・石和田靖章ゼ牧野登喜男）

　　　第1表諏訪天然ガス調査（予察）一覧表

坑井名

諏　38

諏　91

諏試1
諏試2
諏　21

有、賀

小　川’

大和屋

測定月日

27．2．22

27．2．23

27．2．23

27．2．24

27．2「．25

27．2．24

27．2。25

27．2．26

深　度
　m

孔明管深度

　m
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繋井年月日

耳召　14．　9．　5

昭18．3．31

日召126．12．19

H召27．　2．12

日召15．　2．21

日召　27．　2．24

昭19．3．

萌40．・？［

ガス量
m3／d

40．0

44．0

2．8

5．3

23．8

24．7．

6．7

水量
m3／d

92．0

14．5

、16．0

16．4

目測
65

47．5

44．5

ガス
水比

0．41

3。03

0．175

0．32

0．37’

0．52

0．15

水濫
OC

14．0

18．6

20．7

18．1

21。0

18．8

19。5

55’》60

pH・

6．8

6．8

0．8

6．9

6．8

6．6

6．7

7．2

RpH

7．5

7．6

’7．4

．7．3

7。31

7己4

7。6

7．5

C1－

mg／L

107
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8

55

45・

8．8

．5L
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SO4一，

mg／L

0．0』
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坑井名
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試　91

諏試工

諏試2
諏　21

有　賀

小　川

大和屋

：NH4＋mg／L

直接螺灘

50．0

25し0

12．5

・17．5

25．0

32・0

20．0

2

NO2一・

・mg／L

16．0

6．1

6．9

8．62・

7．55

10．12

5．20

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

　l　Tota】Fe
NO3r　mg／L
血ε／L1ダソ

0．0

0．0

0。0

0る0

0．0

0．0

0．0

’0．0

12．5

7。0

7．0

13．0

10．0

30．0

10．0

0．7

ピリヂ
ル法

Fe＋＋＋mg／L

ロダン
法

11．2

7．7

9．98

11．1

8．3

9．56

6．42

0．511

1．0

0。3

1．0．

2．5

1．5

0．7

2．5

0。6

ピリヂ
ル法

0．5

0。0

2．04

q。0

0．6

1．13

0．0

0．5

Fe＋＋mg／L

Pダン
法
ピリヂ
ル法

11．5『

6．7

6．0、

11．5

8．5

29』3

、7．5

0．1

Mn甚
mg／L

10．7　　0．09

7．7　0．07

7．94　0．25

11．rO．28

7．8　0．05

8隻430・54

6．42　0．16

0。01．一

P、

m窪ノL

0。80や

0．85

0．35

0．40

1。60

0．30

0．80

0．20

Ca＋嶺

m9／L

94．8

77．6

34。0

55．5

69．7

74．2

54．4

38．4
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mg／L

15Lβ

82．0
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49．7
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坑井名
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試　91

諏試1
諏試2
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有　賀

小　川

大和屋

Si黄

mg／L

36

39

31’

31

50

47

51

145

K＋骨

mg／L

26

10

14

10

16

16
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Na＋甚

mg／L

78

88

61

73

82

55

66

228

T．S、M畳
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HCO3－
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、28g極724㌔

　　
　760　　1005　　
　410　　468

、640 675

1765，g・・

l　　　ド　671　1　895』　　　　　』

　608　P765

　994　　141
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free

CO2
mg／L

．139

57

48

55

63

88

44

13

Total
CO2
mg／L

1383

782

386

542

720

733

596

115

dis

O2
cc／L

ガス成分IVol．％畳

C・2i・21CH41N2／、

0。0「

0。0

0．25

0．175

0。205、

0。05

0。0

1（釜：ll

i
2．5
（2．7）

3．3
（3．7）

1。2
（0．0）

・1．8
（0．0）

』
2
． 8
（0．0）

83．3
（88．3）

75．2
（82．2）

75．6
（83．7）

13．5
（9．6）

20．5
（15．1）

19．1
（12．6） H2S臭強し

濫　　泉

化学課　牧，米谷技官分析　（昭和27年3月～6月分析）
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地質調査所月報（第3巻第12号）

なお漸増の傾向にあり，現在約孚量を天然ガスで補給し

ている。ガス附随水は諏訪肥水株式会冠の手によつて，

農耕用に供給されている。

　　　　　　　　5．調査法について
　　　附随水法による地化学調査によつたが，この附近の地

　　』下水位は地表面よりも低いものが大部分であるために，

　　，分暫試料の操水と操ガスとに不便を来す点が多かつた。

　　　現場では第1表に示す事項を測定し，室内分析用資料

　　は約400cc操取，密閉し．て東京まで輸邊した◎ガス試

　　料は約｝Occをアソプルに操取して保管した。

　　　現地の水の分析には，同一成分に対して2種の分痺方

　　』法を併用Lてその間の数櫨の相違を求め・從来の測定値

・　　との相対的な関係をみいだすように努めるとともに，当

　　地域に適する分析法を決定しようと試みた。なおガスと“

　　水全体の地化学的意義を把握する意昧で，大気庄下にお

　　ける水中溶存ガスの探坂も行つたが，分析器械の未整備

　　のために分析未了である◎

　　　なお今般の調査では分析成分が多かつたことと，積雪

　　巌塞の下における屋外測定のたあにガラス暴具の破損等

　　が相次ぎ，結局測定はガス井7，温泉井1について行い

　　得たにすぎない。

　　　　　　6．，天然方スの成分

　坑口採取ガスについて，本所化学課牧技官が行つた分

析による測得値は第1表に示されている。下段の数値は

仮に02＝0．0％として塞気補正を行つたものである。

　この地域のガスは，大略CH4＝80～90％，CO2＝2解

4％，N2；10～15％程度のガス組成をもつ通常の第四

紀ガスであることがわかつたo

小川地区の資料は，特にH2S臭が強かつたのが注目

されるo

　　　　　　　　　7．附随水の成分
　　　坑口で操取した地下水についての分析値は第1表のよ

　　うであるぴガス井の坑井深度は163パ275m間のもので

　　あつて，坑井数が少ないから，分析値より地域差と深度

　　差を決定的にのべることはさしひかえたいo

　　　（1）産ガス量は澁崎附近で40m3／dをこえ，最も多

　　　　いo
＼　　　・（2）　ガス水比は理論飽和量に近い値のものが多く，

　　　　地域的には北西部にそ』の数値が大きいようである。

　　　（3）水温は諏21号井が深度の割合にとびぬけて高

　　　　いことは，温泉の分布と関連があるらしい。

　　　（4）’pHは6．6《・6．9で普通の第四紀ガス田の特徴

　　　旨　　　　を示しているo

　　　（5）RpHは7．3戸》7．6でやはり通常の第四紀型であ

　　　　る◎

（6）一c1一は8｛4071血g／Lで，火山系・Cl一ないし地

表からの浸入もさほど多くないよう・であるのは，今

後の調査目的のために好都合である。北方《ゾ東方に

多いようであり，また温泉中にも多かつた◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　て（7）SOザーはガス附随水には皆無であるが，温泉

　では253mg／：Lが測定されたo　『

（8）』NH4＋はガス田の地球化学のほかに，肥水の用

途の上からも重覗される。直接法ではFe軽＋の影

響で・NH4＋からの発色とFe（0琴》の合計を比色

測定することになり・過大な値力1みられるので，こ

　の方法のほかに室気蒸溜法3）によつて求めた値を併

　記したoそれによればNH4＋は6＾・17mg／Lであつ

　て，本邦の典型的糊沼型ガス鉱床である山形盆地に

　おける測定値に近似している。

（g）NO2一，NO3一は存在しない。

（10）　Feは、ロダソ法とピリヂル洗4）によつたカ㍉

Fe＋＋はピリヂル法の値が測定誤差が少ないのでそ

　れを用いば，6．4～11．1mg／Lの問にあり，北方に

多く，Fe＋廿はo．oパ2．Omg／Lの間にあり，南方

に多い。その分布はガス田丙の酸化逡元状況の一端

　を示している。温泉のFeは少なかづたo

（11）Mnは0．05四〇．54の間にある。井戸側管は竹

管であるので，鉄管井の値よりは正確に地下の状況

　を示す。西方より順次東方に少ない傾向にあつた。

（12）Pはo．3’》L6mg／Lであつて，他のガス田と

　ほぼ等しい値であるo

（13）Ca丹は34～94．8mg／Lであり．北方に多い。

（14）Mg＋÷は24．9～15L2mg／Lであり，多』くは

Ca榊＞Mg＋＋であつて東方の濫泉地の方向に

Ca＋＋／Mg＋＋は，大きぐなつているo

（15）Siは31《・5取9／L隙乙あり，東京都内の第四

紀暦の測定値などに比べて約2倍程度含まれてい

、るo

（16）K＋は10～26mg／Lであつて，安國技官の調査

にがかる酒田李野などより多少多いよう．である。

（17）Na＋は55～88mg／Lで東部に多いようであ

　るσ温泉中には．228mg／Lであつたo

（18）総固型物量は410～1289mg／Lであつて北方に

多い◎

〈19）HCO3一は468ご》1724mg／Lで北方に多いよう

である。廠た他のガス由に比べて多い方である。

（20）f「ee　CO2は48～139m9／Lで北に多く，p6t・

entialの高い他のガス田がほぼこの値を示す。

3）4）　この分析には名古屋：大學理學部fヒ學教室の田中元治氏の指導を

　　受け究。
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　《21）　total　CO2は386《レ1383mg／Lである。

　〈22），』diss・lvedO2はo．0解0．25cc／：Lで，第四紀ガ・

　　ス田では普通である。

　（23）水色は淡黄褐色を呈するもののほかに，小川方。

　　面では“黒水1’（クロミズ）といわれる着色水が附

　　随水として存在する。水色は有機質物および硫化鉄

　　に起因するようである0

　　　　　　　　　8．結　　語

　以上の観測結果より，当ガズ田は成因的に諏訪湖と密一

接に関連する湖沼型のガス鉱床であることが推定され，

一方東部の温泉の影響は比較的少なく，各種要因を解析

してゆく上に大なる困難を與えないであろうと推測され

るo

　また現在開発している地域の鉱床の規模は，本邦にお

ける第1級の非石油系天然ガス鉱床とは比すべくもな壱・

が，過去の産量および現在め経済地理的状況等より判断。

するならば，経済的にも無硯しえぬもりである。

　從って，今後このガス田の本格的合理的開発のためと

ともに，頭書に述べたごとき基礎研究を実施するために

も，本鉱床は調査の対象として適当であると考えられ

る◎　　「　　　　．　　　　（昭i和27年2，月調査）

￥
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